
工事名：集中監視制御装置更新工事（Ａ滑走路）
概 要：集中監視制御装置についてはシステム全体において汎用品を採用することにより、

機器費等のコストを低減した。

１. 集中監視制御装置構成機器に汎用品を採用１. 集中監視制御装置構成機器に汎用品を採用

○ 従来の集中監視制御装置は専用のサーバーやＥＷＳ、ＵＮＩＸやソフト開発等、全て特注で

行っていたが、無線装置側に遠隔制御架を設けることにより、汎用装置並びに汎用ソフト等

の導入が可能となり、工事費全体の低減が図られた。

対象工事費：６１８百万円、縮減額：２３５百万円、縮減率：２７．５％

効 果：

ＮＡＡ 成田国際空港株式会社

＜従来の集中監視制御装置＞ ＜新仕様の集中監視制御装置＞

専用サーバー

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③ 設計方法の見直し 】

汎用サーバー


